
思
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
、
『
沈
黙
』
の
草
稿
が
新
た
に
発
見
さ
れ

五

め
遺
品
を
整
理
し
て
い
て
草
稿
を
発
見
し
、
研
究
を
進
め
て
き
た
。

万
点
を
超
え
る
遺
品
を
寄
贈
。
同
館
の

5
月
、
企
画
展
の
準
備
の
た

遠
藤
氏
の
遺
族
が
2
0
0
 
0
年
の
同
館
会
館
時
に
、
蔵
書
な
ど
2

ま
っ
た
…
…
。

分
で
全
体
の

1
割
程
度
に
当
た
る
と
見
ら
れ
る
。

て
い
る
の
だ
が
、
私
の
書
い
た
原
稿
は
ほ
と
ん
ど
灰
に
な
っ
て
し

に
鉛
筆
で
び
っ
し
り
と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
「
沈
黙
」
の
前
半
部

草
稿
は

A
3
判
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
20
枚
分
で
、
用
紙
の
裏

て
い
た
学
生
が
、
も
う
必
要
な
い
と
思
っ
た
ら
し
く
、
風
呂
の
焚
き

ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
軽
井
沢
の
私
の
と
こ
ろ
に
遊
び
に
来

研
究
者
の
間
で
は
「
幻
の
草
稿
」
と
さ
れ
て
い
た
。
同
館
で
16
日
か

そ
れ
に
し
て
も
残
念
な
の
は
、
『
沈
黙
』

の
生
原
稿
が
消
え
て
し

を
「
風
呂
の
焚
き
付
け
に
し
て
し
ま
っ
た
」
と
書
い
て
い
た
た
め
、

氏

(
1
9
2
3ー

9
6
年
）
が
、

66
年
に
発
表
し
た
代
表
作
「
沈
黙
」

ー
草
稿
の
発
見
を
踏
ま
え
て
1

一
．
『
沈
黙
』
草
稿
の
発
見

遠
藤
周
作
は
『
沈
黙
』
の
草
稿
に
つ
い
て
、
『
沈
黙
の
声
』
（
平
成
四
年
七

月
十
一
日
、
カ
ミ
ュ
文
庫
）
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

付
け
に
し
て
燃
や
し
て
し
ま
っ
た
。
秘
書
が
清
書
し
た
ほ
う
は
残
っ

こ
の
言
葉
か
ら
、
『
沈
黙
』
の
遠
藤
周
作
の
自
筆
草
稿
は
残
存
し
な
い
と

た
。
「
読
売
新
聞
」
は
平
成
十
六
年
五
月
十
日
、
「
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
の
草

の
草
稿
が
見
つ
か
っ
た
。
遠
藤
氏
は
エ
ッ
セ
ー
で
、
「
沈
黙
」
の
草
稿

ら
始
ま
る
企
画
展
で
展
示
さ
れ
る
。

『
沈
黙
』
吟
呻H

長
崎
県
外
海
町
の
町
立
遠
藤
周
作
記
念
館
で
、
作
家
・
遠
藤
周
作

稿
」
の
見
出
し
で
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

田

中

葵



そ
の
前
に
、
〈
草
稿
・
翻
刻
〉
資
料
の
性
質
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ

← 

⑤
④
を
複
写
す
る
。

新
た
な
『
沈
黙
」
論
の
究
明
を
試
み
た
い
。

← 

草
稿
を
も
と
に
、
初
版
本
と
の
異
同
を
検
討
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で

④
遠
藤
周
作
が
③
の
上
に
訂
正
を
行
う
。

本
稿
で
は
、
藤
田
尚
子
『
「
沈
黙
」
草
稿
・
翻
刻
』
収
録
の
『
沈
黙
』
の

← 

能
性
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

③
塩
津
秘
書
が
②
を
清
書
す
る
。

ら
に
深
く
研
究
す
る
契
機
と
も
な
り
、
ま
た
新
た
な
評
価
を
生
み
出
す
可

← ← が
原
稿
用
紙
の
裏
側
に
鉛
筆
で
執
筆
す
る
。

次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

時
、
何
度
も
キ
リ
ス
ト
に
励
ま
さ
れ
る
く
だ
り
も
加
筆
さ
れ
て
い

ド
リ
ゴ
が
、
信
徒
へ
の
厳
し
い
迫
害
を
前
に
、
苦
し
み
の
す
え
に
踏

藤
田
研
究
員
に
よ
る
と
、
草
稿
で
は
キ
リ
ス
ト
の
顔
に
言
及
し
て

い
な
い
が
、
初
版
本
で
は
「
力
強
く
雄
々
し
い
」
「
優
し
い
目
」
な
ど

の
表
現
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

る
。
藤
田
研
究
員
は
「
『
沈
黙
』

の
執
筆
過
程
が
わ
か
る
重
要
な
資

料
。
遠
藤
氏
の
信
仰
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
遠
藤
周
作
自
筆
草
稿
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
藤
田
尚

子
が
そ
の
草
稿
を
翻
刻
し
て
『
「
沈
黙
」
草
稿
・
翻
刻
』
（
平
成
十
六
年
三
月

三
十
日
、
長
崎
文
献
社
）
を
出
版
し
、
『
沈
黙
』
の
草
稿
が
一
般
に
公
開
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
草
稿
の
発
見
が
、
『
沈
黙
』
と
い
う
作
品
を
さ

る
。
『
沈
黙
』
は
「
ま
え
が
き
」
「
I
」「
II
」「

m」「
W
」「
V
」「
VI
」「
VI
」

で
き
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
「
IX
」
と
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
は
存
在

み
絵
を
踏
む
物
語
。

ロ
ド
リ
ゴ
が
迫
害
に
遭
っ
た

「
沈
黙
」
は

17
世
紀
の
日
本
を
舞
台
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
司
祭
ロ

し
な
い
の
で
あ
る
。

「
珊
」
「
lX
」
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
藤
田

尚
子
『
「
沈
黙
」
草
稿
・
翻
刻
』
に
よ
る
と
、
『
沈
黙
』
の
草
稿
は
〈
塩
津
秘

書
聖
書
草
稿
〉
と
〈
遠
藤
周
作
自
筆
草
稿
〉
を
合
わ
せ
て
、
「
ま
え
が
き
」

「
I
」「
Il
」「

m」「
W
」
「
>
」
「
VI
」「

vn」「
VID
」
を
確
認
す
る
こ
と
が

藤
田
尚
子
は
、
『
沈
黙
』
の
執
筆
手
順
を
〈
完
成
ま
で
の
過
程
〉
と
し
て

②
遠
藤
周
作
が
①
の
上
に
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
訂
正
を
行
う
。
…
資
料
A

四）



さ
れ
る
〉
「
I
」
の
「
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
書
簡
」
の
一
部
、
「
vi
」

さ
ら
に
〈
資
料
A
.
B
〉
の
も
の
と
は
〈
別
段
階
で
執
筆
さ
れ
た
と
推
定

四

と
鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
章
題
は
、
「
ま
え
が
き
」
か
ら
「
切
支
丹

よ
り
初
版
本
本
文
に
近
い
内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
は
、
全
百
三
十

補
っ
て
一
連
の
本
文
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
た
〉

近
い
段
階
の
本
文
と
認
め
ら
れ
る
。
今
回
、
資
料
A
の
欠
落
を
資
料
B
で

ド
リ
ゴ
の
書
簡
」
、

58
ー
101
頁
が
「
W

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ

藤
田
尚
子
は
、
〈
資
料
A
と
B
は
本
文
を
比
較
し
て
み
て
も
き
わ
め
て

ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
書
簡
」
、

3
6
S
5
7
頁
が
「

m
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ

ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
書
簡
」
、

2
6
S
3
5
頁
が
「
II

セ
バ
ス
チ
ャ

⑨
初
版
本
本
文
完
成
（
昭
和
四
十
一
年
三
月
三
十
日
発
行
）

ご
と
の
内
訳
は
、

3
S
1
2
頁
が
「
序
章
」
、

1
3
S
2
5
頁
が
「
1

セ
バ

← 

⑧
ゲ
ラ
校
正
（
二
段
階
が
現
存
す
る
。
⑥
あ
る
い
は
初
版
本
本
文
と
完

全
に
一
致
す
る
も
の
は
現
存
せ
ず
、
昭
和
四
十
一
年
一
月
十
日
分
の

加
筆
）
…
資
料

c

と
述
べ
、
そ
の
二
つ
を
翻
刻
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
〈
遠
藤
周
作
自
筆
草

稿
〉
は
全
二
十
二
枚
で
、
「
I
」
の
一
部
、
「
II
」、「

m」、「
W
」
の
一
部
、

の
「
『
沈
黙
』
踏
み
絵
部
分
聖
書
」
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
塩
津
登
美
子
秘
書
聖

に
大
別
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

← 

せ
ず
）

⑥
⑤
の
上
に
、
第
三
者
が
長
崎
方
言
を
主
と
し
た
語
旬
の
訂
正
を
行

う
。
…
資
料
B

（
資
料
現
存

書
草
稿
〉
は
全
三
七
五
枚
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
〈
（
第
九
章
）
、
及
び
「
切

較
し
、
検
討
す
る
。
ま
た
、
こ
の
著
書
の
中
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
、

遠
藤
周
作
記
念
館
に
は
『
沈
黙
』

の
〈
ゲ
ラ
刷
り
〉
が
全
二
七
四
枚
所
蔵

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
藤
田
尚
子
は
こ
の
〈
ゲ
ラ
刷
り
〉
を
〈
清
書
草
稿

に
近
い
内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
と
〈
初
版
本
本
文
に
近
い
内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉

よ
り
消
書
草
稿
に
近
い
内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
は
、
全
百
四
十
三
枚
。

表
紙
に
は
「
沈
黙
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ゲ
ラ
刷
り
で
の
章

の
書
簡
」
、

102
ー
130
頁
が
「
V
」、

131
ー
154
頁
「
VI
」、

155S195
頁
が
「

vn」、

205
ー
221
頁
が
「
珊
」
、

222
ー
243
頁
が
「
IX
」、

244
ー
250
頁
が
「
切
支
丹
屋

敷
役
人
日
記
」
で
あ
る
。
（
中
略
）

枚
。
表
紙
に
は
「
沈
黙
」
と
印
刷
さ
れ
、
右
余
白
に
「
遠
藤
氏
控
」

⑦
遠
藤
周
作
が
朗
読
し
た
声
を
吹
き
込
ん
だ
テ
ー
プ
な
ど

← 

は
、
こ
の
〈
資
料
A
〉
と
〈
資
料
B
〉
を
用
い
て
、
初
版
本
の
本
文
と
比

支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
の
草
稿
は
現
存
し
な
い
〉
と
し
て
い
る
。
本
稿
で



る
た
め
一
連
の
段
階
を
見
定
め
が
た
い
〉
と
注
し
て
お
り
、
そ
の
為
〈
よ

と
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
が
い
つ
ご
ろ
執
筆
さ
れ
た
か
を
知
る
手
立

て
は
な
い
。
し
か
し
〈
よ
り
清
書
草
稿
に
近
い
内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
に

「JX
」
と
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遠

藤
周
作
が
『
沈
黙
』

の
原
稿
を
新
潮
社
に
渡
す
際
に
は
、
こ
の
ふ
た
つ
が

既
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
〈
清
書
草
稿
に
近
い
内

容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
は
、
欠
落
し
て
い
る
頁
も
あ
り
、
〈
初
版
本
本
文
に
近
い

内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
と
同
様
に
加
筆
訂
正
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

藤
田
尚
子
は
〈
二
百
七
十
四
枚
の
ゲ
ラ
に
は
、
ホ
チ
キ
ス
で
綴
じ
た
と
考

え
ら
れ
る
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

ほ
と
ん
ど
が
分
離
さ
れ
た
状
態
で
あ

こ
の
よ
う
に
「
＞
」
と
「
VII
」
の
頁
数
は
六
枚
ず
つ
増
え
て
い
る
。
こ

よ、
’~I~ 

ロ
ド
リ
ゴ
が
踏
み
絵
を
踏
ん
で
か
ら
の
展
開
で
あ
る
。
こ
の
「
IX
」

び
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
ゲ
ラ
刷
り
で
は
「
IX
」
及

226
頁
は
一
枚
多
く
、
遠
藤
に
よ
る
鉛
筆
で
の
加
筆
訂
正
が
あ
る
。

と
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
の
語
句
訂
正
が
認
め
ら
れ
る
。
「
珊
」

の
225ー

ペ
ン
で
の
語
句
訂
正
、

ひとつは遠藤による鉛筆での加筆訂正

役人切支 t犀
記日 屋丹 IX VIII 'IJI VI V N III II I が 章

き
敷

容 よ

244 222 205 155 131 102 58 36 26 13 3 i: のり 稿ii り
I s ~ ＼ s s } s s s ) 
250 243 221 196 154 130 101 57 35 25 12 でに

の近

旦蒻
初
版

249 226 203 159 134 104 59 37 27 13 3 
本

I ) ＼ I ) I I ＼ I s ＼ 委
255 248 225 202 158 133 103 58 36 26 12 の

旦

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 旦

゜1 6 2 1 6 1 ゜゚ 1 ゜
の
埠、土

し‘

つ
揃
っ
て
い
る
が
、
「
VI
」
の

157
ー
158
頁
は

2
枚
多
く
、
ひ
と
つ
は
黒

指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
違
い
は
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

よ
っ
て
黒
ペ
ン
で
語
旬
訂
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ず

頁
も
同
様
で
あ
る
。
「
ま
え
が
き
」
か
ら
「
IX
」
ま
で
、
同
一
人
物
に

屋
敷
役
人
B
記
」
に
至
る
ま
で
初
版
本
本
文
と
一
致
し
、
該
当
す
る

り
清
書
草
稿
に
近
い
内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
と
〈
よ
り
初
版
本
本
文
に
近
い

内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
に
大
別
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
〈
よ
り
清

書
草
稿
に
近
い
内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
と
初
版
本
本
文
と
の
頁
数
の
違
い
を

西―



佐
伯
彰
一
は
新
潮
社
文
庫
『
沈
黙
』
（
昭
和
五
十
六
年
十
月
十
五
日
発

こ
か
ら
、
〈
よ
り
清
書
草
稿
に
近
い
内
容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
か
ら
初
版
本
が
刊

行
さ
れ
る
ま
で
に
大
幅
な
加
筆
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。

記
〉
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
〈
日
記
〉
に
つ
い
て
、
藤
田
尚
子
は
次
の

執
筆
の
時
期
を
含
む
一
冊

(
B
5
判
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

で
を
記
し
て
お
り
、
表
紙
に
は
「
jarnal
(
日
記
）
昭
和
39
ー
」
と
書

説
の
加
筆
す
べ
き
事
項
〉
と
し
て
〈

二
、
『
沈
黙
』

ら
く
こ
の
点
に
つ
い
て
の
加
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

酉

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
笠
井
秋
生
も
、
「
『
沈
黙
』
'
_
ー
父
の
宗
教
か
ら
屈
の

は
佐
伯
氏
の
意
見
通
り
で
あ
る
。

の
二
つ
の
記
録
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
以
上
、
単
純
な
三
段
構
成
と
は

ョ
ナ
セ
ン
の
日
記
」
と
付
加
の
か
た
ち
で
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」

月
二
十

H
、
春
秋
社
）

で
、
こ
の
佐
伯
彰
一
の
論
に
つ
い
て
、

1
〉
基
督
の
顔

3
)
転
ん
だ
後
の
心
理
を
詳
し
く
〉
と
あ
る
。
〈
よ
り
聖
書
草
稿
に
近
い
内

容
の
ゲ
ラ
刷
り
〉
か
ら
〈
初
版
本
本
文
〉
の
頁
数
が
増
え
た
の
は
、
お
そ

の
構
成
と
「
ま
え
が
き
」

2
)
キ
チ
ジ
ロ
ー

行
）
の
「
解
説
」
で
、
『
沈
黙
』
の
作
品
構
成
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ

こ
の
日
記
の
昭
和
四
十
一
年
の
〈
一
月
十
日
〉
の
記
述
で
、
〈
新
潮
社
小

「
ま
え
が
き
」
の
後
に
は
、
「
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
書
簡
」

四
通
が
つ
づ
い
て
、
読
者
を
じ
か
に
主
人
公
の
内
面
に
誘
い
こ
む
役

と
、
三
人
称
描
写
の
七
章
が
来
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
か
ら
、
「
ま
え

が
き
」
を
も
ふ
く
め
て
、
全
体
が
、
語
り
の
上
か
ら
は
、
三
部
仕
立

つ
つ
、
主
人
公
に
即
し
て
、
た
ど
り
、
描
い
て
ゆ
く
。
こ
の
三
段
構

成
は
、
読
者
を
無
理
な
く
作
中
の
ド
ラ
マ
に
溝
き
入
れ
る
上
で
、
見

と
、
『
沈
黙
』
の
作
品
構
成
を
〈
三
段
構
成
〉
と
捉
え
て
い
る
。
上
総
英
郎

は
「
見
出
さ
れ
た
基
督
『
沈
黙
』
」
（
『
遠
藤
周
作
論
』
昭
和
六
十
二
年
十
一

こ
の
「
三
段
構
成
」
に
つ
い
て
は
、
終
末
近
く
「
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員

言
い
難
い
が
、
読
者
を
引
き
入
れ
る
技
巧
と
し
て
見
事
で
あ
る
こ
と

事
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

き
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
日
記
は
、

一
冊
の
大
学
ノ
ー
ト
に
昭
和
三
十
八
年
十
月
十
日
ま

い
で
半
客
観
、
半
主
観
と
で
も
い
う
の
か
、

い
く
分
の
距
離
は
保
ち

て
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
純
客
観
の
視
点
と
そ
れ
か
ら
純
主
観
、

つ

遠
藤
周
作
文
学
館
所
蔵
の
遠
藤
周
作
の
日
記
の
中
か
ら
、
『
沈
黙
』

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
小
説
の
前
半
、

四
章
を
な
し
、
あ

ま
た
、
藤
田
尚
子
『
「
沈
黙
」
草
稿
・
翻
刻
』
掲
載
の
〈
付
録
〉
に
は
〈
日

て
い
る
。



別
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、
佐
伯
彰
一
は

「
VI
」「

vn」
「
珊
」
「
IX
」
及
び
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
の
四
つ
に
大

弾
圧
の
状
況
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

一
五

0
0
年
代
後
半
、
豊
臣
秀
吉
が

が
き
」
に
つ
い
て
は
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

と
、
『
沈
黙
』
を
、
佐
伯
彰
一
と
は
分
類
の
仕
方
は
異
な
る
が
、

や
は
り
、

三
部
構
成
〉
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
広
石
廉
二
は
『
遠
藤
周
作
文
学
全

集

6
』
（
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
日
、
新
潮
社
）
の
「
付
録
・
第
六
巻
解
説
」

で
、
『
沈
黙
』
の
作
品
構
成
を
「
ま
え
が
き
」
、
「
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ

ゴ
の
書
簡
」
、
「
客
観
描
写
」
、
「
長
崎
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
員
ヨ
ナ
セ
ン
の

ママ

H
記
」
、
「
初
切
支
丹
屋
敷
役
人
日
記
」
の
五
つ
に
分
け
て
い
る
。
し
か
し

『
沈
黙
」
は
、
「
ま
え
が
き
」
、
そ
し
て
〈
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
書

簡
〉
と
称
さ
れ
る
「
I
」「
II
」「

m」「
W
」
と
、
三
人
称
描
写
に
よ
る
「

V
」

『
沈
黙
』

の
構
成
を
〈
三

部
仕
立
て
〉
、
〈
三
段
構
成
〉
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
「
切
支
丹
屋
敷
役
人
日

記
」
の
こ
と
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
ど
こ
に
含
ま
れ
る
の
か
論
じ

ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

や
は
り
四
部
構
成
と
捉
え
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。

崎
出
島
オ
ラ
ン
ダ
商
館
ヨ
ナ
セ
ン
の
日
記
」
を
独
立
さ
せ
て
考
え
て
い
る

丹
屋
敷
役
人
日
記
」
の
三
部
構
成
か
ら
な
る
歴
史
小
説
で
あ
る
。

簡
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
何
も
付
記
さ
れ
て
い
な
い
「
V
」「
VI
」「
VJI
」

の
ロ
ド
リ
ゴ
の
生
涯
を
役
人
の
日
記
に
よ
っ
て
垣
間
見
せ
る
「
切
支

宗
教
へ
の
転
換
」
（
『
遠
藤
周
作
論
』
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十
五

13、

双
文
社
出
版
）

で、

タ
ン
迫
害
の
状
況
と
主
人
公
ロ
ド
リ
ゴ
の
日
本
潜
伏
の
目
的
と
を
記

し
た
「
ま
え
が
き
」
、
ロ
ド
リ
ゴ
の
日
本
潜
伏
か
ら
踏
絵
に
至
る
経
過

を
描
い
た
い
わ
ば
本
文
と
も
い
う
べ
き
「
一
章
か
ら
九
章
」
、
踏
絵
後

て
い
な
い
。
上
総
英
郎
は
、
佐
伯
彰
一
の
意
見
に
つ
い
て
、
「
オ
ラ
ン
ダ
商

疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
上
総
英
郎
自
身
が
構
成
の
上
で
ど
の
よ
う
に
分

け
る
か
を
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
。
次
に
笠
井
秋
生
は
佐
伯
彰
一
と
は
違

う
意
味
で
〈
三
部
構
成
〉
と
述
べ
〈
「
一
章
か
ら
九
章
」
〉
を
―
つ
の
ま
と
ま

り
と
し
て
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
笠
井
秋
生
が
い
う
〈
「
一
章
か
ら
九

章
」
〉
の
「
I
」「
II
」「

m」「
W
」
は
「
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
書

「
珊
」
「
IX
」
と
は
分
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
広
石
廉
二
は
、
「
長

よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
「
JX
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
て
、
「
長
崎
出
島
オ
ラ
ン

ダ
商
館
ヨ
ナ
セ
ン
の
日
記
」
よ
り
と
な
っ
て
お
り
、
箇
条
書
き
に
な
っ
て

は
い
る
が
客
観
描
写
の
形
式
は
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
に
ま
た
同
じ
調
子
の

本
文
が
続
く
こ
と
か
ら
、
三
人
称
描
写
の
中
に
含
ん
で
良
い
も
の
と
考
え

以
上
『
沈
黙
』

の
構
成
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
が
、
な
か
で
も
「
ま
え

「
ま
え
が
き
」
は
、
〈
ロ
ー
マ
教
会
に
―
つ
の
報
告
が
も
た
ら
さ
れ
た
〉

と
い
う
簡
潔
な
一
文
か
ら
始
ま
り
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン

『
沈
黙
』
（
新
潮
社
、
昭
和
4
1
.
3
)
は
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ

館
員
ヨ
ナ
セ
ン
の
日
記
」
や
「
切
支
丹
屋
敷
役
人

H
記
」
を
取
り
上
げ
て

匹
四



民
が
、
益
田
時
貞
（
天
草
四
郎
）
を
首
領
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
旗

璧

相
を
確
か
め
る
た
め
に
ロ
ド
リ
ゴ
、
ガ
ル
ペ
、
サ
ン
タ
・
マ
ル
タ
た
ち
が

よ、
9
ー（ の

島
原
の
乱
以
後
の
日
本
の
況
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
島
原
の
乱

を
続
け
て
き
た
教
父
〉
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
ヴ
ァ
ン
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
が
〈
棄

キ
リ
ス
ト
教
を
迫
害
し
た
の
ち
、
徳
川
家
康
も
ま
た
同
じ
よ
う
に
キ
リ
ス

ト
教
を
迫
害
し
た
。
そ
の
当
時
の
日
本
の
情
勢
が
第
三
者
に
よ
っ
て
語
ら

情
勢
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
三
人
の
出
発
し
た

年
の
一
月
か
ら
、

H
本
で
は
三
万
五
千
人
の
切
支
丹
た
ち
が
一
揆
を

一
人
残
ら
ず
虐
殺
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

ト
ガ
ル
と
全
く
通
商
、
交
易
を
断
絶
し
、
す
べ
て
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船

一
人
残
ら
ず
虐

殺
さ
れ
た
」
と
は
島
原
の
乱
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
ま
え
が
き
」
で
は
、
こ

一
六
三
七
年
に
肥
前
島
原
藩
と
同
国
唐
津
藩
の
飛
地
肥
後
天
草
の
農

の
は
引
用
の
傍
線
部
で
あ
る
が
、
初
版
単
行
本
で
は
、
引
用
し
た
よ
う
に

〈
三
人
の
出
発
し
た
年
の
一
月
〉
と
あ
る
。
し
か
し
、
『
遠
藤
周
作
文
学
全

集
6
』
（
昭
和
五
十
年
二
月
二
十
日
、
新
潮
社
）
で
は
、
傍
線
部
の
〈
三
人

の
出
発
し
た
年
の
一
月
〉
は
〈
三
人
の
出
発
し
た
前
の
年
の
十
月
〉
と
書

き
直
さ
れ
て
い
る
。
〈
三
人
〉
と
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
、
ガ
ル
ペ
、
サ
ン
タ
・
マ

ル
タ
の
三
人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
〈
一
六
三
八
年
三
月
二
十
五
日
、
三
人
を

乗
せ
た
イ
ン
ド
艦
隊
は
ベ
レ
ム
要
塞
の
祝
砲
を
う
け
な
が
ら
タ
ヨ
河
口
か

ら
出
発
し
た
〉
と
あ
る
か
ら
、
〈
三
人
〉
が
出
発
し
た
の
は
、
〈
一
六
三
八

年
〉
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
初
版
で
は
島
原
の
乱
が
起
き
た
の
が
、
〈
一

六
三
八
年
〉
の
〈
一
月
〉
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
遠
藤
周
作
は
こ
の

誤
り
に
気
付
き
、
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
6
』
（
昭
和
五
十
年
二
月
二
十

H
、

あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
中
の
歴
史
に
基
づ
く
年
代
矛

さ
て
、
「
ま
え
が
き
」
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
一
っ
は
、
〈
稀
に
み
る

神
学
的
才
能
に
恵
ま
れ
、
迫
害
下
に
も
上
方
地
方
に
潜
伏
し
な
が
ら
宜
教

教
〉
し
た
と
い
う
こ
と
、
二
つ
目
は
そ
の
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
〈
棄
教
〉
の
真

心
に
し
て
幕
府
軍
と
悪
戦
苦
闘
し
た
結
果
、
老
若
男
女
、

「
日
本
で
は
三
万
五
千
人
の
切
支
丹
た
ち
が
一
揆
を
起
し
、
島
原
を
中

盾
が
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

の
渡
航
を
禁
止
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
傍
線
部
、
引
用
者
）

新
潮
社
）

で
〈
三
人
の
出
発
し
た
前
の
年
の
十
月
〉
と
書
き
直
し
た
の
で

ニ
ュ
ー
ス
は
、
こ
の
戦
争
の
結
果
、

8
本
は
彼
等
の
国
で
あ
る
ポ
ル

る
。
の
み
な
ら
ず
ロ
ド
リ
ゴ
神
父
た
ち
に
最
も
打
撃
を
与
え
た

上
、
残
存
の
基
督
教
徒
が
風
つ
ぶ
し
に
追
及
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
あ

戦
争
の
結
果
、
こ
の
地
方
は
ほ
と
ん
ど
人
影
を
み
ぬ
ほ
ど
荒
廃
し
た

男
女
、

起
し
、
島
原
を
中
心
に
し
て
幕
府
軍
と
悪
戦
苦
闘
し
た
結
果
、
老
若

こ
の
ゴ
ア
で
彼
等
は
本
国
に
い
る
よ
り
も
も
っ
と
詳
し
く
日
本
の

れ
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

印
と
し
て
起
し
た
百
姓
一
揆
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
少
し
注
目
し
た
い



田
尚
子
『
「
沈
黙
」
草
稿
・
翻
刻
』
掲
載
の
「
遠
藤
周
作
自
筆
草
稿
①
」
に

フ
ェ
レ
イ
ラ
が
殉
教
し
な
い
で
棄
教
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
藤

は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
『
沈
黙
』
初
版
本
で
は
「
ま
え
が
き
」
に
あ

た
る
部
分
で
あ
る
。

「
そ
の
上
、
日
本
に
は
、
我
々
に
と
っ
て
、
ま
こ
と
怖
し
い
男
が
一

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
神
父
は
何
も
返
事
を
せ
ず
椅
子
か
ら
立
ち
あ
が
っ
て

「
そ
の
井
上
の
手
で
…
…
」

う
に
マ
ル
タ
神
父
が
た
ず
ね
た
。

「
〈
そ
し
て
、
も
し
…
…
〉

フ
ェ
レ
イ
ラ
師
も
で
す
か
。
」
と
喘
ぐ
よ

こ。t
 

う
最
高
の
重
職
に
あ
り
、
司
祭
と
信
徒
を
統
率
し
て
き
た
長
老
〉

で
あ
る

る
力
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
〉
《
彼
と
同
じ
よ
う
に
神
を
裏
切
ら
さ
れ

と
、
ロ
ー
マ
教
会
に
キ
リ
ス
ト
教
神
父
た
ち
の
信
念
が
伝
え
ら
れ
て
い

も
ど
す
こ
と
に
決
心
し
た
。

改
心
さ
せ
る
よ
り
も
雲
仙
の
あ
ら
ゆ
る
泉
と
池
は
つ
き
て
し
ま
う
だ

日
本
へ
渡
航
し
た
と
い
う
こ
と
、

で
あ
る
。
三
つ
目
に
描
か
れ
て
い
る
の

女
は
雲
仙
の
熱
湯
で
神
父
た
ち
を
拷
問
し
た
と
い
う
が
、
〈
キ
リ
ス
ト
の

英
雄
た
ち
は
、
身
動
き
―
つ
せ
ず
こ
の
怖
ろ
し
い
苦
痛
に
耐
え
〉
、
〈
役
人

が
凶
暴
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
〉
〈
ひ
る
ま
な
か
っ
た
〉
と
い
う
。
さ
ら
に
、

遂
に
采
女
は
い
か
に
し
て
も
自
分
が
勝
て
な
い
こ
と
を
悟
っ
た
。

ろ
う
と
い
う
報
告
を
受
け
と
っ
た
の
で
、
神
父
た
ち
を
長
崎
に
連
れ

る
。
他
の
神
父
た
ち
は
残
虐
な
竹
中
采
女
の
拷
問
に
も
ひ
る
ま
ず
棄
教
し

ス
ペ
リ
オ

な
い
で
殉
教
し
て
い
く
中
、
〈
日
本
に
い
る
こ
と
二
十
数
年
、
地
区
長
と
い

人
い
る
。
我
々
が
よ
う
や
く
知
り
え
た
か
ぎ
り
の
知
識
に
よ
る
と
、

こ
の
《
悪
魔
の
よ
う
な
男
》
名
は
イ
ノ
ウ
エ
と
い
う
。
」
井
上
と
い
う

名
を
三
人
が
耳
に
し
た
の
は
、
こ
の
時
で
あ
っ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー

師
は
、
彼
の
こ
と
を
悪
魔
の
よ
う
な
男
と
〈
よ
〉
ん
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

ち
を
次
か
ら
次
へ
と
「
こ
ろ
ば
せ
」
た
の
は
こ
の
井
上
だ
と
い
う
こ

「
《
こ
の
〈
イ
ノ
ウ
エ
〉
井
上
は
若
い
頃
は
洗
礼
〈
を
〉
さ
え
、
受

け
〈
て
、
後
に
神
を
棄
て
た
〉
が
男
で
あ
る
。
し
か
〈
も
〉

ti》

〈
こ
の
井
上
は
〉
、
我
々
は
井
上
の
手
に
よ
っ
て
、
我
々
が
も
っ
と
も

信
じ
て
い
た
信
〈
者
を
〉
徒
で
さ
え
、
〈
彼
は
同
じ
よ
う
に
背
教
さ
せ

た
》
こ
と
を
最
後
の
通
信
で
《
学
ん
だ
》
の
だ
。
そ
し
て
も
し
…
…
」

そ
れ
か
ら
彼
は
口
を
喋
ん
で
言
い
か
け
よ
う
と
し
た
言
葉
を
や
め

か
え
っ
て
部
下
か
ら
、
神
父
た
ち
の
勇
気
と
力
を
見
れ
ば
、
こ
れ
を

と
を
老
神
父
は
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

タ
ケ
ナ
カ
・
ウ
ネ
メ
で
さ
え
棄
教
さ
せ
え
な
か
っ
た
日
本
切
支
丹
た

さ
き
に
切
支
丹
迫
害
の
最
も
残
忍
に
し
て
兇
暴
な
手
先
と
い
わ
れ
た

た
ち
の
弾
圧
の
実
態
で
あ
る
。

フ
ェ
レ
イ
ラ
の
手
紙
に
よ
る
と
、
竹
中
采

は
、
そ
の
当
時
の
長
崎
奉
行
で
あ
る
竹
中
采
女
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
信
者

奨



会
と
し
て
は
、
と
て
も
賛
成
で
き
ぬ
。
こ
れ
が
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
師

〈
碧
い
澄
ん
だ
眼
と
や
わ
ら
か
な
光
を
た
た
え
た
〉

慇
フ
ェ
レ
イ
ラ
を
棄
教

窓
の
方
に
背
を
む
け
た
。
三
人
は
そ
の
《
歪
ん
だ
小
さ
な
》
背
が
ま

る
で
《
子
供
》
の
よ
う
に
奎
底
え
、
今
に
も
泣
き
だ
し
そ
う
な
の
を
感

以
上
引
用
し
た
本
文
の
前
に
は
、

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
師
に
よ
っ
て
フ
ェ

レ
イ
ラ
の
消
息
が
不
明
で
あ
る
こ
と
等
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り

り
の
異
同
が
あ
る
が
、
引
用
の
部
分
は
初
版
本
で
は
削
除
さ
れ
、
次
の
よ

フ
ェ
レ
イ
ラ
が
捕
ら
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
、
長
崎
で
穴
吊
り
の
拷

問
を
受
け
た
こ
と
は
長
崎
か
ら
澳
門
に
戻
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
船
員
か
ら

が
フ
ェ
レ
イ
ラ
を
訊
問
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

い
ず
れ
に

し
ろ
、
こ
う
し
た
状
況
に
あ
る
日
本
に
渡
る
こ
と
は
、
澳
門
の
布
教

の
率
直
な
意
見
で
あ
っ
た
。

つ
か
、
読
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
最
初
の
も
の
は
以
上
書
い
た

よ
う
に
、
彼
と
二
人
の
同
僚
が
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
師
か
ら
日
本
の
情

こ
の
よ
う
に
、
語
り
の
上
で
、
「
遠
藤
周
作
自
筆
草
稿
①
」
で
は
、
普
通

の
三
人
称
描
写
に
な
っ
て
い
る
が
、
初
版
本
で
は
、
読
み
手
側
に
近
い
よ

り
客
観
的
な
視
点
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
重
要
な
の
は
、
こ
の
「
ま
え

が
き
」
の
一
部
に
あ
た
る
「
遠
藤
周
作
自
筆
草
稿
①
」
に
お
い
て
は
井
上

「
ま
え
が
き
」
に
井
上
筑
後
守
は
〈
新
し
く
宗
門
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
〉

人
物
と
い
う
こ
と
だ
け
が
書
か
れ
、

こ
と
な
ど
は
、

か
つ
て
キ
リ
ス
ト
教
信
者
で
あ
っ
た

の
ち
に
作
品
内
で
語
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

フ
ェ
レ
イ
ラ

に
つ
い
て
も
棄
教
後
の
消
息
が
分
か
ら
な
い
の
は
勿
論
の
こ
と
、
分
か
っ

て
い
る
の
は
、
井
上
筑
後
守
に
訊
問
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
と
い
う
設

定
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
読
者
は
、
な
ぜ
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
よ

う
な
教
父
が
棄
教
し
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
理
由
で
棄
教
し
た
の
か
、

さ
せ
た
井
上
筑
後
守
と
は
ど
う
い
う
人
物
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
興
味

わ
か
っ
て
い
る
の
は
新
し
く
宗
門
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
井
上
筑
後
守

ラ
が
穴
吊
り
に
会
っ
た
そ
の
日
に
出
帆
し
た
か
ら
で
あ
る
。
当
地
で

す
る
こ
と
も
で
き
ぬ
、
な
ぜ
な
ら
問
題
の
オ
ラ
ン
ダ
船
は
フ
ェ
レ
イ

聞
い
て
は
い
る
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
り
、
そ
れ
を
調
査

来
、
潜
伏
宣
教
師
た
ち
か
ら
の
通
信
も
全
く
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。

筑
後
守
の
一
通
り
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
初
版
本
で
は

フ
ェ
レ
イ
ラ
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

一
六
三
三
年

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
師
は
三
人
が
日
本
上
陸
後
探
そ
う
と
し
て
い
る

う
な
文
章
に
変
わ
っ
て
い
る
。

の
本
文
は
初
版
本
と
「
遠
藤
周
作
自
筆
草
稿
①
」
と
を
比
較
す
る
と
か
な

勢
を
聞
い
た
と
こ
ろ
か
ら
始
っ
て
い
る
。

じ
た
。

さ
れ
た
文
書
の
中
に
こ
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
書
簡
を
幾

今
日
、
我
々
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
「
海
外
領
土
史
研
究
所
」
に
所
蔵



教
に
関
係
す
る
人
物
で
あ
る
井
上
筑
後
守
を
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
考
察

だ
が
、
そ
れ
は
、

ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
が
捕
ら
わ
れ
た
時
、
自
分
が
切
支
丹
で

井
上
筑
後
守
に
つ
い
て
言
及
し
た
論
文
は
管
見
に
よ
る
限
り
見
当
た
ら
な

い
。
ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
が
日
本
へ
向
か
う
理
由
と
な
っ
た
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
棄

し
て
取
調
べ
を
受
け
、
そ
の
兄
妹
は
殉
教
し
た
と
い
う
の
に
、
こ
の
キ
チ

ジ
ロ
ー
だ
け
は
棄
教
し
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
が
出
会
っ

た
当
初
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
自
分
が
切
支
丹
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
い
た
の

黙
』
の
主
題
と
な
る
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
棄
教
の
鍵
を
に
ぎ
る
と
推
測
さ
れ
る

伏
線
が
敷
か
れ
て
い
る
重
要
な
部
分
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

『沈

が
『
沈
黙
』

の
主
題
で
あ
る
。
こ
の
「
ま
え
が
き
」
は
作
品
に
と
っ
て
、

導
入
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
作
品
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
つ
な
が
る

〈
長
崎
に
ち
か
い
ヒ
ゼ
ン
地
方
の
漁
夫
〉
だ
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
キ
チ

ジ
ロ
ー
は
、
八
年
前
に
一
家
に
恨
み
を
も
っ
た
者
に
密
告
さ
れ
切
支
丹
と

め
て
出
会
っ
た
日
本
人
で
あ
る
。
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
、
二
十
八
か
九
歳
で

て
い
る
。
そ
し
て
、

フ
ェ
レ
イ
ラ
の
棄
教
の
真
相
を
追
究
す
る
こ
と
こ
そ

キ
チ
ジ
ロ
ー
が
登
場
す
る
の
は
「
I
」
か
ら
で
、

ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
が
初

で
あ
る
ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
が
日
本
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
要
因
が
書
か
れ

と
キ
チ
ジ
ロ
ー
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
「
ま
え
が
き
」
に
は
作
品
の
軸
と
な
る
、
主
人
公

重
要
な
人
物
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。

と
に
、
井
上
筑
後
守
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
「
ま

え
が
き
」
で
顕
著
に
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
異
同
か
ら
考
え
て

み
て
も
井
上
筑
後
守
が
「
ま
え
が
き
」
か
ら
登
場
し
、
『
沈
黙
』
に
お
い
て

は
、
ロ
ド
リ
ゴ
と
キ
チ
ジ
ロ
ー
以
外
に
井
上
筑
後
守
を
重
要
な
人
物
と
し

て
考
え
る
。
井
上
筑
後
守
は
作
品
で
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
が
、

主
人
公
と
同
様
に
『
沈
黙
』
に
お
い
て
主
題
に
関
わ
る
人
物
で
あ
ろ
う
。

井
上
筑
後
守
に
つ
い
て
は
後
で
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
ロ
ド
リ
ゴ

の
は
、
主
人
公
で
あ
る
ロ
ド
リ
ゴ
と
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
私

を
持
ち
、
作
品
の
中
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
遠
藤
周
作
は

「
ま
え
が
き
」
で
井
上
筑
後
守
と
フ
ェ
レ
イ
ラ
に
つ
い
て
語
る
の
を
避

け
、
よ
り
読
者
の
関
心
を
惹
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
遠
藤
周
作
は
そ
の

よ
う
な
効
果
を
期
待
し
て
初
め
は
「
ま
え
が
き
」
に
書
い
て
い
た
井
上
筑

後
守
と
フ
ェ
レ
イ
ラ
に
お
け
る
説
明
を
削
除
し
、

ば
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
と
も
あ
れ
、

の
ち
の
作
品
内
に
ち
り

フ
ェ
レ
イ
ラ
が
棄
教
し
た
こ

る。

『
沈
黙
』

の
重
要
な
人
物
と
し
て
多
く
の
研
究
者
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
本
稿
の
―
つ
の
目
的
で
あ

三
、
『
沈
黙
』

の
主
要
人
物

喫



紀
要
」
平
成
十
四
年
一
月
）

で
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
〈
卑
屈
さ
、
狡
猾
さ
、

I 

23 

章
l

頁

に
よ
る
）
。

描

虎

テ
ィ
ズ
ム
ー
遠
藤
周
作
『
沈
黙
』
に
つ
い
て
」
（
「
清
和
女
子
短
期
大
学

（
引
用
は
す
べ
て
初
版
、
頁
も
初
版
を
使
用
す
る
。
な
お
傍
線
は
引
用
者

『
深
い
河
へ
の
行
程
』
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
」
平
成
五
年
十
月

さ
せ
る
こ
の
土
民
〉
と
い
う
。
ま
た
池
内
輝
雄
は
「
『
沈
黙
』
の
方
法

l

日
、
春
秋
社
）

で
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
〈
や
り
き
れ
な
い
煩
わ
し
さ
を
感
じ

ロ
ド
リ
ゴ
は
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
見
た
目
を
〈
檻
捜
を
ま
と
っ
た
〉
と
不

相
で
狡
猾
で
、
脆
弱
な
意
志
の
持
ち
主
〉
と
述
べ
る
。
上
総
英
郎
は
「
見

い
る
＜
せ
に
狡
そ
う
な
眼
を
し
た
男
で
し
た
。
私
た
ち
の
会
話
中
、

時
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
助
け
て
も
ら
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
酔
っ
て

漁
夫
だ
そ
う
で
、
あ
の
島
原
の
内
乱
の
前
に
海
を
漂
流
し
て
い
た

あ
る
こ
と
を
役
人
に
密
告
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
弱
さ
の
た
め
で
あ
ろ
う

際
の
案
内
人
と
し
て
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
雇
う
こ
と
に
す
る
。
さ
て
、
そ
の
よ

う
な
人
物
で
あ
る
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ

武
田
友
寿
は
、
「
『
沈
黙
』

の
泄
界
ー
弱
者
の
論
理
ー
」
（
『
遠
藤
周
作
の

世
界
』
昭
和
四
十
六
年
七
月
二
十
日
、
講
談
社
）
で
〈
『
沈
黙
』
の
中
心
人

物
は
キ
チ
ジ
ロ
ー
で
あ
る
〉
と
し
た
上
で
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
こ
と
を
〈
貧

出
さ
れ
た
基
督
『
沈
黙
』
」
（
『
遠
藤
周
作
論
』
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十

号
）
で
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
性
格
を
〈
軽
蔑
す
べ
き
性
格
〉
と
し
て
、
〈
弱
虫

の
卑
怯
さ
〉
と
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
高
橋
英
夫
は
「
神
と
シ
ン
ク
レ

抜
け
目
の
な
さ
の
塊
の
よ
う
な
こ
の
男
〉
と
形
容
し
て
い
る
。
ど
う
し
て

キ
チ
ジ
ロ
ー
は
こ
の
よ
う
な
捉
わ
れ
方
を
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

ロ
ド
リ
ゴ
が
初
め
て
キ
チ
ジ
ロ
ー
に
出
会
っ
た
時
の
描
写
は
次
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

で
し
ょ
う
。
よ
ろ
め
く
よ
う
に
し
て
一
人
の
酔
っ
ば
ら
い
が
部
屋
に

と
言
い
、
年
齢
は
二
十
八
か
九
歳
く
ら
い
で
し
た
。
我
々
の
問
い
に

漸
く
答
え
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
長
崎
に
近
い
ヒ
ゼ
ン
地
方
の

時
々
、
眼
を
そ
ら
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

潔
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
〈
狡
そ
う
な
眼
を
し
た
男
〉
と
い
う
先
入
観
を

持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
I
」「
II
」「
III
」「
W
」
の
「
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・

ロ
ド
リ
ゴ
の
書
簡
」
に
は
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
代
名
詞
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
形

容
す
る
こ
と
ば
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
る

写

そ
の
態
度
は
基
督
教
的
な
忍
耐
の
徳
な
ど
と
は
ほ
ど
遠
い
、
あ
の
弱
虫
の
卑

怯
さ
と
い
う
や
つ
で
し
た
。

ろ
う
か
。

入
っ
て
き
ま
し
た
。
檻
襖
を
ま
と
っ
た
こ
の
男
の
名
は
キ
チ
ジ
ロ
ー

と
、
ロ
ド
リ
ゴ
は
推
測
し
た
。
結
局
ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
は
日
本
に
到
着
し
た

生
れ
て
初
め
て
会
っ
た
日
本
人
に
つ
い
て
ど
う
お
話
し
た
ら
い
い
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惑男 男 れ けの また

vヽ
役病 よ て夫

銀 を し‘ いに しよやた し しは に た ま顔 つ彼
つ

人者 う いた
は お た鼠 ま撲 たりが゜か き
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ま て 小 の とよ眼 助 のこ vヽし ジ での

せ さつ 怯
.,_ 

る '-

ぶ き さ ょ 遠なうを か でこ う や ロ す殉 れた な と
し ま な う い光 る しま も が 1 °教

姿! 
る時 も さ

し‘ し 眼 に 地探索 ら盈
たで の ん の を の ヽ の え

喜た が 哀 方せ ° 送 が で 卑 見 を我 に せ
゜ む し にが手 を

記信き

ど 自 し る 怖々 す ず
だ ゞ— そ 行のを 小 う 分 し‘

ヽ~ で れの る ヽ
'- .__ 
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い
る
わ
け
で
も
な
く
、
金
銭
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
者
が
一
人
で
生
活
す

だ
け
で
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
檻
襖
を
着

に
見
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゴ
か
ら
見
て
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
は

主
観
な
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
ロ
ド
リ
ゴ
は
キ
チ
ジ

＝喜

以
上
は
「
I
」「
II
」「

m」「
W
」
に
お
け
る
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
描
写
及
び

形
容
の
大
部
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
意
識
的
に
、
不
潔

で
、
弱
虫
、
臆
病
者
と
何
度
も
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
の
は
、
「
I
」「

n」「
m」「
IV
」
は
「
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の

書
簡
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
書
簡
」
と
い
う
こ
と
は
、

ロ
ド
リ
ゴ
の

ロ
ー
に
出
会
っ
た
当
初
か
ら
ず
っ
と
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
こ
と
を
こ
の
よ
う

〈
あ
る
決
定
的
な
思
い
出
が
心
の
奥
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
忘
れ
る
た
め
に

酒
を
飲
ん
で
い
る
〉
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
の
に
、
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
全
く
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
。
ま
た
〈
狡
そ
う
な
眼
〉
と
印
象

て
い
る
の
か
、
日
本
を
脱
出
し
、
言
語
も
不
自
由
で
異
国
で
知
り
合
い
が

るということはどういう苦難な状況におかれているか。それを

N N N 
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ロ
ド
リ
ゴ
は
認
識
せ
ず
、
放
浪
し
て
い
る
キ
チ
ジ
ロ
ー
に
、

な
い
。
特
に
「
Il
」
の

28
頁
の
〈
こ
の
弱
虫
は
嵐
の
間
、

ロ
ド
リ
ゴ
は

た
だ
た
だ
軽
蔑
の
目
を
向
け
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
貧
し
く
弱
い
人

ほ
と
ん
ど
水
夫

た
ち
を
手
伝
う
こ
と
さ
え
せ
ず
、
荷
と
荷
と
の
間
に
真
蒼
に
な
っ
て
震
え

て
い
ま
し
た
。
〉
と
い
う
箇
所
は
、
日
本
に
向
か
う
船
の
中
で
、
キ
チ
ジ

ロ
ー
が
船
酔
い
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
水
夫
の
よ
う
に
船
に
乗
り
慣
れ

て
い
な
い
キ
チ
ジ
ロ
ー
が
船
酔
い
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
仕
方
の
な

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
苦
し
ん
で
い
る
キ
チ
ジ
ロ
ー
に
対
し
て
、

ロ
ー
の
描
写
が
出
て
く
る
が
、

い
た
わ

り
の
感
情
を
持
つ
ど
こ
ろ
か
、
〈
弱
虫
〉
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ロ

ド
リ
ゴ
は
、
苦
し
ん
で
い
る
者
、
弱
者
に
対
す
る
優
し
さ
に
欠
け
て
い
る
。

司
祭
と
い
う
立
場
に
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
神
に
救
い
を
求
る
弱
い
人
間
で

あ
る
信
徒
た
ち
を
教
え
導
き
、
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
立
場
に
あ
る
口

ド
リ
ゴ
が
、
こ
の
キ
チ
ジ
ロ
ー
に
対
し
て
は
人
間
的
な
触
れ
合
い
を
持
と

う
と
す
る
意
思
や
理
解
し
よ
う
と
い
う
気
持
が
な
く
、
外
面
的
な
容
貌
で

人
間
性
の
善
悪
を
判
断
し
て
い
る
。
「
＞
」
以
降
に
も
、
い
く
つ
か
キ
チ
ジ

ロ
ド
リ
ゴ
の
視
点
か
ら
の
キ
チ
ジ
ロ
ー
の

形
容
は
や
は
り
〈
だ
ら
し
な
く
〉
や
、
〈
怯
え
た
〉
と
い
っ
た
表
現
が
使
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
＞
」
以
降
で
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
代
名
詞
と
し
て
〈
弱

虫
〉
、
〈
臆
病
者
〉
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
な
い
の
は
、
語
り
手

間
に
対
す
る
思
い
や
り
や
人
間
同
士
の
触
れ
合
い
な
ど
微
塵
も
見
当
た
ら

て
キ
チ
ジ
ロ
ー
が
ユ
ダ
な
ら
ば
、

豆

ロ
ド
リ
ゴ
は
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
〉
と
論

る
。
ま
た
高
橋
英
夫
は
「
神
と
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
ー
遠
藤
周
作
『
沈

ま
た
、
ロ
ド
リ
ゴ
と
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
関
係
は
、
『
沈
黙
』
の
刊
行
当
時
か

ら
今
日
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
と
ユ
ダ
と
の
関
係
と
重
ね
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
、
玉
置
邦
雄
は
「
『
沈
黙
』
の
泄
界
ー
母
性
的
赦
し

の
神
へ
の
希
求
ー
」
（
「
日
本
文
芸
研
究
」
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
号
）
で
、

〈
ロ
ド
リ
ゴ
は
自
己
と
キ
チ
ジ
ロ
ー
と
の
関
係
の
上
に
、
主
イ
エ
ス
と
背

教
者
ユ
ダ
と
の
関
係
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
〉
と
述

べ
、
武
田
友
寿
は
「
『
沈
黙
』
の
世
界
ー
弱
者
の
論
理
ー
」
（
『
遠
藤
周
作
の

世
界
』
昭
和
四
十
六
年
七
月
二
十
四
日
、
講
談
社
）
で
、
〈
ロ
ド
リ
ゴ
は
自

分
の
こ
の
奇
怪
な
運
命
を
キ
リ
ス
ト
に
な
ぞ
ら
え
〉
、
〈
作
者
遠
藤
は
ユ
ダ

と
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
同
種
の
人
間
と
し
て
描
こ
う
と
し
て
い
る
〉
と
指
摘
す

黙
』
に
つ
い
て
」
（
前
出
）
で
、
〈
言
う
ま
で
も
な
く
、
二
人
の
関
係
に
お
い

じ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
に
引
用
し
た
ロ
ド
リ
ゴ
の
キ
チ
ジ
ロ
ー

に
対
す
る
態
度
を
つ
ぶ
さ
に
考
察
す
れ
ば
、

ロ
ド
リ
ゴ
は
決
し
て
キ
リ
ス

ト
で
は
な
い
こ
と
が
明
白
に
読
み
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

い
の
で
あ
る
。
以
上
の
論
考
の
よ
う
に
、

ロ
ド
リ
ゴ
が
キ
リ

ス
ト
と
で
な
い
と
す
れ
ば
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
当
然
の
ご
と
く
ユ
ダ
で
は
な

ロ
ド
リ
ゴ
と
キ
チ
ジ
ロ
ー
が
キ

リ
ス
ト
や
ユ
ダ
の
造
型
で
あ
る
こ
と
に
視
点
を
置
く
よ
り
も
、
こ
の
二
者

が
ロ
ド
リ
ゴ
で
は
な
い
為
で
あ
ろ
う
。



ニ
ャ
ー
ノ
師
は
、

ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
の
〈
（
特
に
同
僚
ガ
ル
ペ
の
）
〉
熱
意
に

レ
イ
ラ
の
〈
存
在
と
運
命
〉
を
確
か
め
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ

を
押
し
切
っ
て
日
本
へ
渡
航
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
ま
で
し
て
日
本
へ

向
か
っ
た
の
は
、
〈
碧
い
澄
ん
だ
眼
と
や
わ
ら
か
な
光
を
た
た
え
た
〉
フ
ェ

リ
ゴ
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
苛
酷
な
状
況
で
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
師
の
反
対

頭
後
、
踏
絵
を
踏
ま
さ
れ
る
こ
と
を
推
測
し
、
自
分
が
踏
絵
に
足
を
か
け

な
け
れ
ば
村
の
者
全
員
が
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
事
態

に
ど
う
対
処
し
て
良
い
か
分
か
ら
ず
、

場
面
で
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
に
助
け
を
求
め
る

キ
チ
で
あ
る
。
そ
の
三
人
が
出
頭
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
モ
キ
チ
が
、
出

師
か
ら
の
通
信
も
全
く
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
〉
と
い
う
の
で
あ
る
。

ロ
ド

ぐ
む
と
み
な
を
罵
り
だ
し
〉
た
が
、
結
局
、
〈
気
の
弱
さ
〉
の
為
か
、
断
る

由
か
ら
で
あ
る
。
キ
チ
ジ
ロ
ー
は
村
人
た
ち
に
頼
ま
れ
、
〈
混
乱
し
て
泊

〈
こ
れ
以
上
、
危
険
な
方
法
で
宣
教
師
を
送
る
こ
と
を
澳
門
の
布
教
会
で

間
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
の
方
が
重
要
な
の
で
は

で
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
は
ど
う
い
う
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
タ
ス
コ
町
で

（
注
1
)

生
ま
れ
た
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
は
、
十
七
歳
で
修
道
院
に
入
り
、

べ
く
日
本
に
渡
航
し
た
の
だ
が
、
島
原
の
内
乱
後
、

日
本
は
〈
ポ
ル
ト
ガ

禁
止
〉
し
た
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
澳
門
で
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
は
、
ヴ
ァ

リ
ニ
ャ
ー
ノ
師
か
ら
、
〈
日
本
に
お
け
る
布
教
は
も
は
や
絶
望
的
で
あ
り
〉
、

は
考
え
て
い
な
い
〉
と
聞
か
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
師
は
〈
十
年
前

か
ら
日
本
及
び
支
那
に
向
う
宣
教
師
を
養
成
す
る
た
め
に
布
教
学
院
を
澳

門
に
建
設
〉
し
、
〈
日
本
に
お
け
る
基
督
教
迫
害
以
来
、
日
本
イ
エ
ズ
ス
会

管
理
〉
を
し
て
い
た
神
父
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
一
六
三
三
年
来
、
潜
伏
宜
教

上
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
異
国
へ
向
か
う
と
い
う
こ
と
は
、
並

大
抵
の
信
念
で
出
来
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
ロ
ド
リ
ゴ
の
侶
仰
に

対
す
る
熱
意
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

8
本
へ

渡
っ
て
か
ら
、
村
人
三
人
が
捕
ら
え
ら
れ
た
際
、
先
に
述
べ
た
ロ
ド
リ
ゴ

ま
う
。
何
度
か
ト
モ
ギ
村
を
詮
索
し
た
武
士
は
、

の
ち
に
村
人
か
ら
三
人

程
、
長
崎
に
出
頭
せ
よ
と
命
じ
た
。
ト
モ
ギ
村
で
は
、
誰
が
出
頭
す
る
か

と
い
う
話
合
い
が
行
わ
れ
た
が
、
ま
ず
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
が
候
補
に
挙
が
っ

た
。
〈
他
村
者
〉
で
あ
る
為
、
厳
し
い
詮
議
も
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
理

こ
と
が
で
き
な
い
。
続
い
て
、
自
ら
名
乗
り
出
た
の
が
、
イ
チ
ゾ
ウ
と
モ

ド
リ
ゴ
と
ガ
ル
ペ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
役
人
た
ち
の
手
が
及
ん
で
し

ル
と
全
く
通
商
、
交
易
を
断
絶
し
、
す
べ
て
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
渡
航
を

ん
と
か
日
本
へ
辿
り
着
き
、
ト
モ
ギ
村
の
信
者
で
か
く
ま
わ
れ
て
い
た
ロ

の
信
仰
の
在
り
方
に
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
場
面
が
出
て
く
る
。
な

司
祭
と
な
っ
た
。

ロ
ド
リ
ゴ
は
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
棄
教
の
真
相
を
確
か
め
る

な
い
か
。

負
け
て
日
本
へ
の
密
航
〉
を
許
可
し
た
の
だ
っ
た
。
命
の
危
険
を
承
知
の

茸―



ち
な
ら
決
し
て
口
に
し
な
い
返
事
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
か
つ
て
雲

た
時
、
「
そ
れ
を
踏
む
よ
り
は
こ
の
足
を
切
っ
た
方
が
ま
し
だ
」
と
言

て
こ
の
可
哀
想
な
三
人
に
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

ら
ぬ
こ
と
を
言
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
ガ
ル
ペ
が
咎
め
る

熱
心
な
司
祭
で
あ
る
ロ
ド
リ
ゴ
が
、
こ
の
よ
う
に
、
助
か
る
た
め
な
ら

踏
絵
を
〈
踏
ん
で
も
い
い
〉
と
答
え
る
の
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゴ
は
信
仰
に

対
し
て
熱
心
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
信
念
、
信
仰
に
凝
り
固
ま
っ
て
い
る

鉄
の
よ
う
な
人
間
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
冷

に
〈
憐
憫
の
情
が
胸
が
突
き
あ
げ
〉
、
〈
思
わ
ず
〉
〈
踏
ん
で
も
い
い
、
踏
ん

で
も
い
い
〉
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
甘
さ
が
、

の
ち
に

転
ん
で
し
ま
う
要
因
の
一
っ
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
藤
田
尚

静
に
判
断
で
き
ず
、
ま
た
そ
の
考
え
が
有
効
で
あ
る
か
な
ど
を
考
慮
せ
ず

こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
〈
「
踏
絵
を
踏
み
な
さ
い
。
」
〉

と
言
っ
た
ロ
ド
リ
ゴ
に
対
し
て
〈
同
僚
の
ガ
ル
ペ
も
私
の
こ
の
返
事
に
大

う。」

亘

を
つ
き
つ
け
ら
れ
た
時
「
そ
れ
を
踏
む
よ
り
は
こ
の
足
を
切
っ
た
方

が
ま
し
だ
」
と
言
わ
れ
た
話
が
糾
か
頭
を
か
す
め
ま
し
た
。
あ
ま
た

の
8
本
人
の
信
者
と
パ
ー
デ
レ
が
同
じ
気
持
で
自
分
の
足
の
前
に
差

か
し
そ
れ
を
ど
う
し
て
、
こ
の
可
哀
想
な
三
人
に
要
求
す
る
こ
と
が

マ

マ

「
基
督
が
も
し
こ
、
に
い
ら
れ
た
ら
…
…
同
じ
返
事
を
を
さ
れ
た
ろ

に
大
き
く
う
な
づ
い
て
く
れ
ま
し
た
。

し
た
。
「
踏
絵
を
踏
み
な
さ
い
。
」
同
僚
の
ガ
ル
ペ
も
私
の
こ
の
返
事

「
踏
み
な
さ
い
。
」
私
は
モ
キ
チ
の
眼
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
答
え
ま

私
に
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。

よ
う
に
私
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

し
だ
さ
れ
た
聖
像
画
に
む
き
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
し

そ
う
叫
ん
だ
あ
と
、
私
は
自
分
が
司
祭
と
し
て
口
に
出
し
て
は
な

「
踏
ん
で
も
い
い
、
踏
ん
で
も
い
い
」

に
む
き
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
を
ど
う
し

カ
ル
ヴ
ァ
リ
ヨ
師
は
〉
突
如
カ
ル
ヴ
ァ
リ
ヨ
師
が
日
本
人
か
ら
踏
絵

パ
ー
ド
レ
が
同
じ
気
持
で
自
分
の
足
の
前
に
差
し
だ
さ
れ
た
聖
像
画

か
っ
た
返
事
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
〈
か
つ
て
ウ
ン
ゼ
ン
の
迫
害
で

わ
れ
た
話
が
頭
を
か
す
め
ま
し
た
。
あ
ま
た
の
日
本
人
の
信
者
と

思
わ
ず
お
そ
ら
く
あ
な
た
た
ち
な
ら
ば
決
し
て
口
に
出
し
は
し
な

仙
の
迫
害
で
ガ
ブ
リ
エ
ル
師
は
日
本
人
か
ら
踏
絵
を
つ
き
つ
け
ら
れ

憐
憫
の
情
が
胸
を
突
き
あ
げ
、
思
わ
ず
私
は
お
そ
ら
く
あ
な
た
た

私
は
そ
の
時
、
ど
う
い
う
返
事
を
し
た
の
か
。
そ
う
で
す
。
私
は

な
っ
て
い
る
。

子
の
『
「
沈
黙
」
草
稿
・
翻
刻
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
草
稿
に
お
け
る
こ
の

箇
所
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
草
稿
で
は
こ
の
場
面
は
次
の
よ
う
に



と
想
起
さ
せ
る
重
要
な
伏
線
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

武
士
が
ト
モ
ギ
村
を
詮
索
し
に
来
た
時
も
、

ロ
ド
リ
ゴ
は
敵
で
あ
る
武
士

た
ち
の
目
を
逃
れ
る
為
、
山
の
中
で
隠
れ
て
暮
ら
し
て
い
た
ロ
ド
リ
ゴ
の

き
く
う
な
づ
い
て
く
れ
ま
し
た
。
〉
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
単

行
本
で
は
〈
ガ
ル
ペ
が
咎
め
る
よ
う
に
私
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
〉
と
訂

正
さ
れ
て
い
る
。
ガ
ル
ペ
は
ロ
ド
リ
ゴ
と
別
れ
た
の
ち
、
役
人
た
ち
に
捕

ら
え
ら
れ
、
既
に
踏
絵
に
足
を
か
け
た
百
姓
た
ち
三
人
と
入
江
に
連
れ
て

い
か
れ
る
。
ガ
ル
ペ
自
身
が
転
ば
な
け
れ
ば
、
百
姓
た
ち
の
命
は
な
い
。

仰
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
し
、
草
稿
に
あ
る
よ
う
に
、

変
え
ら
れ
、

る
。
加
え
て
言
う
な
ら
、
引
用
の
箇
所
で
、

い
る
人
間
な
の
で
あ
る
。
日
本
に
来
て
か
ら
の
ロ
ド
リ
ゴ
た
ち
は
、
直

人
間
で
あ
っ
た
な
ら
、
殉
教
せ
ず
、
百
姓
た
ち
を
救
う
た
め
に
自
ら
踏
絵

ガ
ル
ペ
が
、
命

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
時
は
踏
絵
を
〈
踏
ん
で
も
い
い
〉
と
思
う
よ
う
な

を
踏
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
単
行
本
で
は
、
ガ
ル
ペ
の
人
物
像
は
こ
の
よ
う
に

ロ
ド
リ
ゴ
と
ガ
ル
ペ
は
対
照
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ

の
ち
に
ロ
ド
リ
ゴ
と
ガ
ル
ペ

の
二
人
が
ど
う
い
う
結
末
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
の

引
用
の
部
分
は
、
最
後
に
は
ロ
ド
リ
ゴ
が
転
ん
で
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

さ
て
、
先
に
あ
げ
た
キ
チ
ジ
ロ
ー
、
イ
チ
ゾ
ウ
、
モ
キ
チ
は
、
出
頭
後
、

踏
絵
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
人
は
ロ
ド
リ
ゴ
に
言
わ
れ
た
よ

う
に
踏
絵
を
踏
ん
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
取
り
調
べ
は
踏
絵
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
三
人
が
踏
絵
を
踏
ん
だ
あ
と
、
役
人
は
〈
踏
絵
に
唾
を
か
け
、

聖
母
は
男
た
ち
に
身
を
委
し
て
き
た
淫
売
だ
と
言
っ
て
み
よ
〉
と
命
じ
た

け
が
助
か
る
た
め
、
命
じ
ら
れ
る
が
ま
ま
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法

さ
と
巧
妙
な
手
口
は
、
そ
の
心
理
的
方
法
に
お
い
て
ロ
ド
リ
ゴ
の
想
像
を

は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゴ
は
そ
の

よ
う
な
日
本
に
お
け
る
現
状
認
識
が
浅
か
っ
た
の
だ
。
先
に
触
れ
た
が
、

の
弾
圧
の
厳
し
さ
に
つ
い
て
も
無
知
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
自
己
の
信
念
と

熱
意
だ
け
で

8
本
に
や
っ
て
き
た
ロ
ド
リ
ゴ
は
、
そ
こ
に
生
き
て
生
活
し

て
い
る
現
実
世
界
か
ら
遊
離
し
た
、
信
仰
と
い
う
観
念
の
世
界
に
生
き
て

接
、
村
人
の
生
活
の
中
に
入
っ
て
布
教
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
役
人

信
仰
は
、
直
接
的
に
は
村
人
の
生
活
か
ら
隔
離
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
直
接
戦
う
こ
と
は
せ
ず
、
遠
く
か
ら
村
人
た
ち
三
人
が
長
崎
へ
行
く
の

を
遠
く
か
ら
見
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
に
裏
切
ら

れ
役
人
に
捕
ら
え
ら
れ
て
か
ら
の
ロ
ド
リ
ゴ
の
生
活
に
も
そ
の
よ
う
な
傾

向
が
窺
え
る
。

ロ
ド
リ
ゴ
は
役
人
た
ち
に
捕
ら
え
ら
れ
た
の
ち
、
自
身
で

推
測
し
て
い
た
よ
う
に
拷
問
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
も

ロ
ド
リ
ゴ
は
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
を
理
解
で
き
な
い
の
と
同
様
に
ま
た
、
日
本

し
か
し
ガ
ル
ペ
は
転
ば
ず
、
殉
教
す
る
。

つ
ま
り
、

ガ
ル
ペ
は
自
己
の
信

は
井
上
筑
後
守
が
発
明
し
た
も
の
ら
し
く
、
日
本
に
お
け
る
弾
圧
の
厳
し

の
で
あ
る
。
モ
キ
チ
と
イ
チ
ゾ
ウ
は
何
も
で
き
ず
、
た
だ
キ
チ
ジ
ロ
ー
だ

謡一



「
私
は
た
だ
、
あ
の
妍
を
」
と
司
祭
は
闇
の
中
で
答
え
た
。

思
案
し
て
み
た
い
。

甕

の
〈
妍
〉
で
は
な
か
っ
た
。

ゴ
が
想
像
し
て
い
た
も
の
と
は
か
け
離
れ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
同
じ

よ
う
に
捕
ま
っ
た
日
本
の
信
徒
た
ち
は
肉
体
的
な
拷
問
を
受
け
て
い
た
の

上
に
あ
る
の
か
、
少
し
も
心
配
し
て
い
な
い
。
考
え
も
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
井
上
筑
後
守
は
、

ロ
ド
リ
ゴ
の
想
像
を
超
越
し
た
心

信
仰
に
対
し
て
純
粋
で
あ
る
が
故
に
、
そ
こ
ま
で
考
え
が
及
ば
な
か
っ
た

よ
う
に
捕
ら
え
ら
れ
た
農
民
た
ち
が
酷
い
拷
問
を
受
け
て
い
る
と
は
思
い

に
捕
え
ら
れ
、
〈
真
暗
な
囲
い
〉
に
入
れ
ら
れ
た
時
、
穴
吊
に
さ
れ
て
い
る

信
徒
た
ち
の
苦
し
ん
で
い
る
〈
呻
き
声
〉
を
安
楽
に
眠
っ
て
い
る
〈
射
〉

と
間
違
え
て
し
ま
う
原
因
の
―
つ
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゴ

は
捕
ら
え
ら
れ
た
後
、
〈
真
暗
な
囲
い
〉
に
入
れ
ら
れ
、
何
度
も
〈
呑
気
な

射
〉
を
耳
に
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ロ
ド
リ
ゴ
が
思
う
よ
う
に
〈
牢
番
〉

司
祭
は
フ
ェ
レ
イ
ラ
が
通
辞
の
う
し
ろ
に
立
っ
て
い
る
と
は
知
ら

さ
く
、
哀
し
く
や
っ
と
聞
こ
え
た
。

「
あ
れ
は
、
肝
で
は
な
い
。
穴
吊
り
に
か
け
ら
れ
た
信
徒
た
ち
の
呻

こ
の
〈
呻
き
声
〉
を
〈
射
〉
と
間
違
え
て
い
た
こ
と
を
フ
ェ
レ
イ
ラ
か

念
の
世
界
に
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
現
実
世

界
と
は
隔
た
っ
て
い
た
こ
と
に
気
が
つ
く
の
で
あ
る
。
加
え
て
そ
の
こ
と

以
上
、

ロ
ド
リ
ゴ
と
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
続
い

て
井
上
筑
後
守
に
つ
い
て
、
『
沈
黙
』
に
お
け
る
偏
仰
の
在
り
方
と
絡
め
て

井
上
筑
後
守
は
、
「
ま
え
が
き
」
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う
に
、
フ
ェ
レ

こ
そ
が
、

ロ
ド
リ
ゴ
が
転
ん
だ
最
大
の
要
因
で
あ
ろ
う
。

も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
現
実
認
識
の
甘
さ
が
、

の
ち
に
ロ
ド
リ
ゴ
が
役
人

と
が
乖
離
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
自
分
の
信
仰
が
観

ら
知
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ロ
ド
リ
ゴ
は
初
め
て
農
民
た
ち
と
自
分

の
で
あ
る
。

ロ
ド
リ
ゴ
は
自
分
が
優
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
、
自
分
と
同
じ

に
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
や
農
民
た
ち
の
生
活
や
苦
し
み
も
理
解
で
き
な
か
っ
た

い
て
い
る
声
だ
」

の
で
あ
ろ
う
。

ロ
ド
リ
ゴ
は
日
本
の
現
状
を
把
握
で
き
な
い
の
と
同
様

理
的
作
戦
で
、
司
祭
た
ち
を
転
ば
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ド
リ
ゴ
は

ず
っ
と
昔
、
司
祭
が
毎
日
耳
に
し
た
あ
の
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
声
が
小

「
沢
野
殿
、
教
え
て
や
る
が
い
い
」

な
か
っ
た
。

で
あ
る
。
そ
れ
を
ロ
ド
リ
ゴ
は
捕
ま
っ
た
農
民
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
身
の

は
あ
れ
を
術
と
申
し
て
お
る
」

「
あ
れ
を
妍
だ
と
。
あ
れ
を
な
。
き
か
れ
た
か
沢
野
殿
、
パ
ー
ド
レ

て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
着
物
と
食
料
も
与
え
ら
れ
、
そ
れ
は
、

ロ
ド
リ

突
然
、
通
辞
は
驚
い
た
よ
う
に
黙
っ
た
が
、



遠
藤
周
作
自
身
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
井
上
筑
後

は
そ
う
し
た
国
だ
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
…
…
。

あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
最
後
に
彼
は
ロ
ド
リ
ゴ
に
向
か
っ
て
言
う
。
お

ま
え
は
日
本
と
い
う
泥
沼
に
敗
れ
た
の
だ
。
こ
の
国
は
切
支
丹
の
教

え
に
は
む
か
な
い
。
切
支
丹
の
教
え
は
根
を
お
ろ
さ
な
い
。

H
本
と

ス
ト
教
徒
に
な
る
と
き
も
棄
て
る
と
き
も
い
ろ
い
ろ
考
え
た
は
ず
で

お
そ
ら
く
彼
ほ
ど
の
優
秀
な
頭
脳
を
持
っ
た
男
な
ら
、
自
分
が
キ
リ

ト
教
を
棄
て
た
男
だ
っ
た
。
し
か
も
彼
は
大
イ
ン
テ
リ
で
あ
り
、
戦

を
経
験
せ
ず
に
大
名
に
な
っ
た
、
徳
川
時
代
最
初
の
官
僚
だ
っ
た
。

信
者
と
な
っ
た
者
、
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
『
沈
黙
』

の
重
要
な
人
物
で

く
推
測
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

井
上
筑
後
守
に
と
っ
て
信
仰
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
全

井
上
筑
後
守
は
い
ち
ど
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
り
、
そ
し
て
キ
リ
ス

分
の
意
思
で
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
た
り
棄
て
た
り
し
た
の
で
あ
る
が
、

社
）
で
井
上
筑
後
守
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

リ
ス
ト
教
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
井
上
筑
後
守
は
、
自

教
の
信
者
で
あ
り
、
洗
礼
ま
で
受
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

リ
ゴ
の
想
像
に
反
し
て
〈
も
の
わ
か
り
良
さ
そ
う
な
温
和
な
人
物
〉
と
い

う
設
定
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
師
の
話
に
よ
る
と
、
井
上
筑
後
守
は

〈
島
原
の
内
乱
後
、
基
督
教
弾
圧
の
事
実
上
の
指
導
者
〉
と
な
り
、
〈
前
任

駆
使
し
〉
、
〈
そ
れ
ま
で
は
拷
問
や
脅
し
に
も
ひ
る
ま
な
か
っ
た
信
徒
た
ち

を
、
次
々
と
棄
教
さ
せ
て
い
る
〉
と
い
う
。
さ
ら
に
か
つ
て
は
キ
リ
ス
ト

遠
藤
周
作
は
『
沈
黙
の
声
』
（
平
成
四
年
七
月
十
一
日
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

で
出
枇
の
為
、
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
洗
礼
ま
で
受
け
て
、
神
学
校
で
ポ

者
タ
ケ
ナ
カ
と
は
全
く
違
っ
た
蛇
の
よ
う
な
狡
猾
さ
で
、
巧
み
な
方
法
を

場
す
る
通
辞
の
場
合
と
比
較
し
て
考
え
る
と
、
通
辞
は
〈
地
侍
の
息
子
〉

イ
ラ
の
棄
教
の
鍵
を
握
る
重
要
な
人
物
で
あ
る
。
井
上
筑
後
守
は
、

ロ
ド

守
が
ど
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
し
、
洗
礼
ま
で
受
け
た
か
、
さ
ら
に

な
ぜ
〈
基
督
教
弾
圧
の
事
実
上
の
指
導
者
〉
に
な
る
に
至
っ
た
か
は
作
品

内
に
お
い
て
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
井
上
筑
後
守
は
権
力
者
で
あ
る
の

で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
拷
問
で
転
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
「
V
」
か
ら
登

ル
ト
ガ
ル
語
を
習
得
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
〈
修
道
士
に
な
る
志
〉
も

〈
切
支
丹
に
な
る
志
〉
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
い
う
。

つ
ま
り
通
辞

は
自
己
の
出
世
の
為
だ
け
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
習
得
す
る
手
段
と
し
て
キ

『
沈
黙
』
に
は
様
々
な
弾
圧
に
よ
る
殉
教
と
棄
教
の
形
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
ま
え
が
き
」
で
登
場
し
た
侶
徒
た
ち
ゃ
ロ
ド
リ
ゴ
の
同
僚
ガ
ル
ペ

の
よ
う
に
、
棄
教
せ
ず
に
殉
教
し
て
い
く
者
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
の
よ
う
に
幾

度
転
ん
で
も
、
信
仰
を
棄
て
き
れ
ず
に
再
び
信
徒
に
な
ろ
う
と
す
る
者
、

ロ
ド
リ
ゴ
や
フ
ェ
レ
イ
ラ
の
よ
う
に
転
ん
だ
の
ち
違
っ
た
形
で
生
活
を
続

け
る
者
、
通
辞
の
よ
う
に
自
己
の
出
世
に
使
う
語
学
を
習
う
た
め
だ
け
に

冥



ド
リ
ゴ
や
フ
ェ
レ
イ
ラ
、
キ
チ
ジ
ロ
ー
、
通
辞
と
は
違
っ
た
信
仰
の
在
り

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
遠
藤
周
作
は
、
か
つ
て
は
信
者
で
あ
り
な
が
ら
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
と
き
も
棄
て
る
と
き
も
い
ろ
い
ろ
考
え
た
は
ず
で

あ
る
〉
と
自
注
す
る
井
上
筑
後
守
が
ど
の
よ
う
に
〈
い
ろ
い
ろ
考
え
た
〉

の
か
、
そ
の
井
上
筑
後
守
を
立
体
的
に
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
〈

H

本
と
は
そ
う
し
た
国
だ
〉
と
い
う
言
葉
の
真
意
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
井
上
筑
後
守
の
内
面
を
描
け
ば
、
『
沈
黙
』
は
ロ

遠
藤
周
作
自
身
が
〈
彼
ほ
ど
の
優
秀
な
頭
脳
を
持
っ
た
男
な
ら
、
自
分
が

筑
後
守
の
精
神
構
造
を
具
象
的
に
描
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

権
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
に
信
者
を
弾
圧
す
る
側
に
な
っ
た
井
上

し
た
国
だ
〉
と
い
う
〈
そ
う
し
た
国
〉
の
具
体
的
な
内
容
が
少
し
も
明
ら

と
い
う
形
だ
け
で
処
理
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
〈

H
本
と
は
そ
う

本
と
は
そ
う
し
た
国
だ
。
ど
う
に
も
な
ら
な
い
…
…
。

が
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
遠
藤
周
作
は
、
『
沈

黙
』
の
主
題
に
大
き
く
関
わ
り
、

フ
ェ
レ
イ
ラ
の
棄
教
に
関
係
す
る
、
井

お
ま
え
は
日
本
と
い
う
泥
沼
に
敗
れ
た
の
だ
。
こ
の
国
は
切
支
丹

の
教
え
に
は
む
か
な
い
。
切
支
丹
の
教
え
は
根
を
お
ろ
さ
な
い
。

H

は
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、

上
筑
後
守
の
侶
仰
の
実
態
を
描
い
て
い
な
い
。
そ
の
部
分
を
遠
藤
周
作

あ
る
井
上
筑
後
守
の
信
仰
の
在
り
方
や
棄
教
に
至
る
内
面
的
な
経
過
だ
け

1
、
初
版
本
で
は
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
の
生
年
は
一
六
一

0
年

（注） 。
入っ

て
い
る
。

（
た
な
か

写
七

あ
お
い
／
本
学
大
学
院
生
）

二
十

H
、
新
潮
社
）
以
降
は
、
生
年
は
明
記
さ
れ
ず
、
削
除
さ
れ

に
な
っ
て
い
る
が
、
『
遠
藤
周
作
文
学
全
集
』
（
昭
和
五
十
年
二
月

方
、
転
び
方
に
つ
い
て
追
究
し
た
、

よ
り
奥
深
い
作
品
に
な
っ
た
で
あ
ろ


